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平成２４年４月より乳腺外科で勤務させて頂いております小林美恵です。
私は広島県の瀬戸内海に面した町の生まれですが、大学は四国の愛媛で過ごし、
のどかな自然の中で過ごしました。研修医になって再び広島県の安佐市民病院
という病院で研修しました（その時の上司はなんと久松先生だったのです｡。!
５年間です。）。その後は再び愛媛の四国がんセンターに勤め、悪性腫瘍全体の
診療の研修を行いました。このたび、ご縁がありまして乳腺専門の病院に勤めさ
せていただきまして本当にありがたく感じております。しっかり日々の診療から
経験し、周りの皆さま方から多くのことを学び、患者様の気持ちに寄り添った
医師を目指して精進して参りたいと思います。何とぞよろしくお願い致します。

患者様の会「すみれの会」がこの度開催１００回を迎えました。すみれの会は毎月１回
患者様同士の交流や情報交換の場として活動をしています。

１００回を記念して、当院の稲光医師により
「乳がんとこころ」と題した講演を行いまし
た。心とがんとの関係や、心のリフレッシュ
の仕方など、体操を交えた講演は時々笑い声
も聞かれる楽しいひと時となりました。

講演後の休憩時間には、栄養科からフルーツ入りフレーバーティー
がふるまわれ、フルーツの甘い匂いが部屋中を包み込みました。

後半はムーゼンクランツ福岡少年少女合唱団がきれいな歌声を
披露してくれました。「希望」をテーマに選曲された子供たち
の歌声は、明るく力強い未来を感じさせました。

４月から外来を担当させていただいています。昨年までは長崎に住んでいました
ので福岡は都会すぎて少し怖いという気持ちでしたが、このごろは福岡の人も同
じ人間で、しかも長崎の人より優しいような、そんな印象に変わってきました。
　新しい出会いの場面で、お互いを知ろうとするときに趣味の話をすると良いと
思うのですが私には語れるような趣味がありません。趣味は？と尋ねられるたび
に困ってしまいます。こんなことではいけないと、毎年なにかひとつ新しいこと
を始めることにしています。テニス、スキューバダイビング、魚釣り、茶道、サ
ーフィン、バイク、カメラ…すべて中途半端です。そんな中で数年前に始めたジ
ョギングはやや続いています。毎日走ったりしていませんが時々市民ロードレー
スに参加して、その前に少し練習する程度です。ロードレースは景品がもらえた
りしてとても楽しいです。スポーツ店でウェアを選んだりするのも最近は種類が
たくさんあってかなり楽しい！福岡は道を走っている人がとても多いので私も走
ろうと思っています。
　そろそろまたなにか新しいことを始めよう、そして続けよう…。おすすめの楽
しいことがありましたら教えてください。

乳腺外科医師
 稲益　英子



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

今年の桜は全国的に控えめな遅咲きさんでしたね。
そんな中、今年も及川病院に４月１４日花咲か爺さん（稲光医師）が、４階病棟の皆様に
春のお届けに駆けつけてくれました。
花咲か爺さんは、各お部屋に桜の花びらとともに、春の香りと、癒しの笑顔も振りまいて
くれていました。そして、栄養科手作りの桜抹茶ゼリー、看護師出店のたこ焼き、わた飴
コーナーなど御家族の方と春のひと時をほのぼのと過ごして頂けたようです。

桜抹茶ゼリー

美味しいわた飴作りに挑戦されていました。

たこ焼きは患者様と上馬庭師長の自信作。
おかわり～の声も聞こえてきました。

スタッフ手作りの飾り付けと
花咲か爺さんの登場でお祭り
はとても盛り上がりました。

緩和ケア・心療内科部長　
　　　 稲光 哲明

看護師１５名　
看護助手２名

緩和ケア病棟は、がんによる痛み等の身体的苦痛、精神的な不安や、孤独などを緩和する
事を目的とした病棟です。
患者様や御家族がより良い時間を過ごせるようにお手伝いさせて頂きます。
入院中でも季節を感じて頂きたいという願いから、４月には桜まつりを催して、患者様や
御家族の方に喜んで頂きました。その他にも、夏祭りやクリスマス会など様々な行事を行
っています。
緩和ケアについての質問などありましたら、いつでもご相談ください。

部署紹介　その５　～４階緩和ケア病棟～



 

 

 

 

 

 

 

 


